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1. はじめに

　モノとモノ，人とモノ，人と人をネットワークによりつ
なげて生活をより豊かにし安全・安心な社会を実現しよう
というユビキタス社会の試みは，社会全体に大きなインパ
クトを与え変革をもたらすものとして期待されてきた。こ
のビジョンは過去において幾度か語られ，社会に広く普及
することができずに終わってきたが，ここ 1～2年で IoT
（モノのインターネット）と呼ばれるモノとモノの自立的な
情報のやりとりが大きな注目を集めるにつれ，再び期待が
高まっている。
　実現のベースとなる有線・無線ネットワークはすでに社
会に広く普及し，日本全国で容易にインターネットにアク
セスすることが可能となっている。また，情報を取得する
手段も，容易にインターネットに接続できるさまざまなセ
ンサーが商品化され，より高機能化，小型化，低消費電力
化を目標とした研究開発も活発に行われている。一方，地
理的に離れた広範囲にばらまかれる膨大な数のセンサーを
どのように長い期間に渡って保守・メンテナンスを行って
いくかは過小評価されがちだが，実現と維持にむけての重
要な問題である。
　中・小規模の実験や運用については数多くの報告がある
が，実際に 1万個以上のセンサー，1,000地点以上といった
大規模な実験の報告は非常に少なく，規模が拡大していっ
た場合に何が起こるのか未知な部分も多い。本稿では，そ
の一例として，日本における数少ない大規模実証実験であ
るコンビニエンスストアにおける無線センサーを用いた電
力計測実験の運用と保守・メンテナンスの状況を紹介する。

2. 無線電力センサーを用いた大規模実験

2.1	 実験の概要

　2009年に最初のプロトタイプ無線電流センサーと受信機
が開発され 1)，事務所，商店，工場，家庭など多岐にわた
る環境で短期間の実験が行われ，センサーの改良が進めら
れた。その後，対象をコンビニエンスストアに設定し，セ
ブン・イレブン・ジャパンの協力を得て，2010年に東京地

区の 10店舗，2011年に規模を拡大して京都地区の 50店舗
において実験を開始し 2)～4)，実環境でのモニタリングを続
けながらセンサーと受信機のさらなる改良，店舗コン
ピューターを介したデータ収集システムの開発を行った。
　大規模実験は店舗の省エネ化を目的とし，NEDOプロ
ジェクトである「グリーンセンサネットワークシステム技
術開発プロジェクト」において，セブン・イレブン・ジャ
パンとの共同研究事業として 2012年 3月から開始され，
2014年 10月現在も運用が続けられている。対象店舗は，
岩手県，宮城県，福島県，新潟県，岐阜県，愛知県，三重
県，東京都，京都府に位置する約 2,000の店舗であり，1店
舗あたり 8個，総計約 16,000個の無線電流センサーにより
消費電力の見える化が実施されている。
2.2	 無線電流センサーによる消費電力の見える化

　無線電流センサーはクランプ型変流器と計測・無線モ
ジュールからなる（図 1）。クランプ型変流器は大電流用
（最大電流 140 A，クランプ径 16 mmφ，サイズ 48 × 30 × 30 

mm），小電流用（最大電流 70 A，クランプ径 10 mmφ，サ
イズ 45 × 22 × 25 mm）の二種類を用いている。また，計
測・無線モジュールのサイズは 22 × 16 × 18 mmであり，
データ送信は 2.4 Ghz帯を用い，10秒毎に平均電流値を送
信する。送信タイミングをランダムにわずかに揺らがせる
事により永続的な衝突を防ぎ，1台の受信機で多数のセン
サーからのデータを受信することができる。通信は無線セ
ンサーから一方向に行い，受信エラーが起こっても受信機
側からのデータ再送要求などは行っていない。100%のデー
タ取得を要求せずにある程度のデータ欠落を許容する割り
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図 1.　無線電流センサー


